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１． 焼却灰と焼却飛灰の搬送プロセス
焼却灰の搬送設備は、焼却炉から発生する焼却灰（乾灰）を処理するＡ系・Ｂ系と、焼却灰ピット

に貯留された焼却灰（湿灰）を処理するＣ系から構成される。（Ｃ系は使用していない。）
また、貯留された焼却灰（湿灰）を処分場へ搬出するための積み込み用クレーンが設備されて

いる。

１－１ 焼却灰の搬送とその処理
【搬送設備（Ａ系・Ｂ系）】

(1) 焼却炉から発生した焼却灰（乾灰）は粗物選別スクリーンにて６００ｍｍ以上の大粗物
（粗物・金属）を除去した後、振動コンベアにより灰処理設備に送られる。

(2) 灰処理設備では次のプロセスにより、焼却灰（乾灰）は湿灰としたのち焼却灰ピットに貯
留される。

↑　焼却設備
↓　灰処理設備

ここで焼却灰（乾灰）は湿灰化される。

※ 以降は、灰溶融設備へのプロセスとなるが、灰溶融運転休止に伴い一部機器が
　撤去されており、設備としての機能は有していない。

(3) 焼却灰コンベア３には粗物選別機により、５０～６００ｍｍの中粗物（粗物・金属）が
除去された後送られる。

なお、バイパスコンベアには粗物選別機を経由していない。

焼却炉(1号） 焼却炉(2号） 焼却炉(3号）

焼却灰移送コンベア（Ａ系） 焼却灰移送コンベア（Ｂ系）

焼却灰コンベア１・２（Ａ系） 焼却灰コンベア１・２（Ｂ系）

粗物選別機（Ａ系） 粗物選別機（Ｂ系）

焼却灰コンベア３（Ａ系） 焼却灰コンベア３（Ｂ系）

焼却灰コンベア４

焼却灰コンベア５

焼却灰ピット

振分ダンパ（Ａ系） 振分ダンパ（Ｂ系）

バイパスコンベア１

バイパスコンベア２

バイパスコンベア３※ ※

処分場へ
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【除去された粗物・金属】
(1) 焼却炉出口の粗物スクリーンで除去された大粗物（６００ｍｍ以上）は、粗物コンテナに

一時貯留され、適宜アームロール車によって灰処理施設に運搬する。
灰処理施設では、投入ステージの焼却灰投入扉から焼却灰ピットへ投入される。

(2) 前処理設備（粗物選別機）で除去された中粗物は粗物ピットに送られる。

(3) 焼却灰ピットに貯留された焼却灰（湿灰）は、焼却灰クレーンにより焼却灰ホッパに移
送し、そこから搬送車両に積替えて処分場へ搬出される。

焼却灰搬送途中で分別された大・中粗物についても同様に処分場へ搬出される。

１－２ 焼却飛灰の搬送とその処理
【搬送設備（Ａ系・Ｂ系）】

(1) 焼却炉から発生した焼却飛灰は、次のプロセスにより、一旦、焼却飛灰貯留槽に貯留され、
貯留槽から定量切出しされた焼却飛灰に薬品を添加混練し、重金属安定処理されたのち
焼却飛灰混練物ピットに移送貯留される（令和７年度工事により、焼却飛灰貯留槽をバイパス
するプロセスを設置予定）。

(2) 焼却飛灰混練物ピットに貯留された混練物は、焼却灰クレーンにより焼却灰ホッパに
移送し、そこから搬送車両に積替えて処分場へ搬出される。

↑　焼却設備
↓　灰処理設備

薬品を添加↓ ↓薬品を添加

焼却炉(1号） 焼却炉(2号） 焼却炉(3号）

共同溝焼却飛灰移送

コンベア１・２（Ａ系）

共同溝焼却飛灰移送

コンベア１・２（Ｂ系）

焼却飛灰移送

コンベア１・２・３（Ａ系）

焼却飛灰

貯留槽

焼却飛灰移送

コンベア１・２・３（Ｂ系）

焼却飛灰切出し装置

焼却飛灰コンベア１・２

混練機切替装置

１号混練機 ２号混練機

１号混練物コンベア ２号混練物コンベア

混練物ピット

処分場へ
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２． 溶融プロセス
(1) 灰溶融設備の運転休止に伴い、焼却灰コンベア３（Ａ系・Ｂ系）以降の機器は現存して

いるが、設備機能は有していない。

３． 汚水処理のプロセス
(1) 生活排水は生活排水槽に貯留され、生活排水ポンプにより焼却棟生活排水槽へ送水

され、下水道処理施設へ圧送される。

(2) 床洗浄水は灰処理施設床洗浄汚水槽から床洗浄汚水ポンプにより灰沈殿槽へ送られ
、そこから灰汚水槽に一旦貯留される。（一部直接灰汚水槽への流入経路がある。）

その後、灰汚水ポンプにより焼却棟有機系スクリーンタンクへ送り凝集沈殿、ろ過処理
後再利用され、余剰水は下水道放流される。

(3) 焼却棟汚泥貯槽から灰処理施設へ送られた汚泥は、汚泥サービスタンクに一旦貯留
した後、脱水機にて処理される。

(4) 脱水汚泥は脱水汚泥搬出コンベアで混錬物貯留槽に搬送される。

(5) 混錬物貯留槽に貯留された脱水汚泥は焼却灰クレーンと搬出ホッパにより搬出
車に積み込まれ、場外へ搬出される。

※なお、上記(3)から(5)について、焼却棟から発生する汚泥は全量ごみピットへ返送処理
　を行っていることから、機器は現存しているが機能は有していない。

４． 場内集じんのプロセス
(1) 焼却灰の移送は、前記のとおり乾灰で移送されるため、各コンベヤはケーシン

グで覆われているが、粉じんの発生があることから灰処理施設場内の給排気換気設備と
は別に場内集じん設備が設置されている。

(2) 各コンベヤケーシング内、ピット室内、場内の一部から各集じんダクトで結ばれており、
集じんろ過機（バグフィルタ）でろ過後外気に放出している。

(3) 集じんろ過機で捕集した粉じんは、ダストコンベヤにて隣接の飛灰移送コンベヤ－３へ
移送され、飛灰とともに薬品混練処理される。

５． 受電のプロセス
焼却棟高圧配電盤から受電し、灰処理施設では高圧受電盤を介して高圧配電盤・低

圧配電盤から各機器へ電力を供給する設備となっている。
焼却棟では、ごみ焼却熱を利用した発電設備により発電し、これを使用している。

（発電停止時等は、電力会社から電力調達）

6． 給水のプロセス
(1) 上水（水道水）は、焼却棟にて、生活用水とプラント用水用の各受水槽に受水され、その

後、灰処理施設へ各送水管により生活用水受水槽とプラント用水受水槽に供給される。
ただし、平成28年6月からはプラント水送水管破孔漏水のため、生活用水送水管を分岐

し、プラント用水供給としている。　（次頁給水フロー図を参照）

(2) 灰処理施設の飲料水受水槽から灰処理施設各所と隣接の清掃事務所へ供給される。

(3) 灰処理施設のプラント用水受水槽から灰処理施設各所と隣接の清掃事務所（洗車用水
等）へ供給される。
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(4) 再使用水は現在使われていない。

給水フロー図
上水

FQ4409

FQ4404

副受水槽

上水

FQ4403

副受水槽

FQ4401

副受水槽

プラント受水槽 ボイラ受水槽 上水受水槽

Ｐ

上水高架タンク

上水揚水ﾎﾟﾝﾌﾟＰ 純水送水水ﾎﾟﾝﾌﾟ

FQ4403

純水装置

焼却施設

生活用水

灰処理施

設

管理棟

生活用水

ＲＨ

補給水

汚水薬品

希釈水

給湯補給

水

Ｐ
機器冷却水

揚水水ﾎﾟﾝﾌﾟ

FQ4447

Ｐ
プラント揚水

ﾎﾟﾝﾌﾟ

プラント用

水

汚水

処理室

プラント用水

受水槽

各箇所
再使用

水層

FQ4419 FQ4408

FQ5407

Ｐ
機器冷却水

揚水ﾎﾟﾝﾌﾟ

FQ4401

清掃事務

所

FQ5552

新設

停
止

20ℓ/min×60min×24Hr（連続給水）

＝28,800ℓ＝28.8ton/D以内

機器冷却

水

バイパス

ＣＶ補給水

焼却灰ＣＶ

補給水

FQ5502

FQ5415

FQ6410

Ｐ

機器冷却水

ﾎﾟﾝﾌﾟ FQ5414

FQ6414プラント用水

高架タンク

床洗浄水

各機器

冷却水

焼却棟

灰処理棟

18～20ton/D

2～4ton/D

ton/D

ton/D

6～8ton/D

55～60ton/D

共同溝

プラント水送水管

破孔数か所発生

再使用水

(現在はない)

20～24ton/D

※各流量計の流量は

年間月平均値から算出

420(冷)+420(温)

(840㎥)

(140㎥)
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１ 全体設備の運転監視について
本設備は、監視操作室にてプラント全設備の監視が行えるようになっており、その根幹をなすの

がＤ．Ｃ．Ｓ装置であり、実際の監視・操作はオペレータコンソールにより行われる。
共通の注意事項は、次のとおりとする。

① 各機器とも、赤色表示は、「運転中」もしくは、「開状態」を示し、緑色表示は、「停止」もしくは、
「閉」状態を表す。

② 軽故障警報音、重故障警報音は共に電子音であるが、区別できるよう音を変えている。

③ 「中央－現場」の切替スイッチは、基本的に中央を優先しているが、停止については安全装置
を設けて現場を優先している。

④ 現場に制御盤を設置している機器については、中央制御室にて、一括警報として異常発生を
知ることができる。

警報発生時には現場制御盤にて何が異常であるのか確認する必要がある。

２ 計量・受入・供給設備
主に、投入ステージ、出入口扉、焼却灰投入扉及び焼却灰クレーンにより構成されている。

【投入ステージ監視（車両管制）について】
① 投入ステージの監視はＩＴＶにより、４階監視操作室にて行う。

② 投入ステージは灰処理設備棟東面に設置されており、出入口には電動式全自動シャッター
が設置されている。

③ 投入ステージへは焼却灰搬入車はバックで進入する。

④ 通常投入ステージ出入口扉は閉じられており、焼却灰搬入車が来たときのみ自動的に開閉
する。

⑤ 出入口扉の手前にループコイルが埋め込まれてあり、これを車両が踏むことにより扉が開き、
そのまま焼却灰投入扉手前までバックで進入し、焼却灰投入扉手前のループコイルを踏んで停
止する。

一旦車から降り、出入口扉横の現場操作盤にて「閉」ボタンを押すと出入口扉が閉まり、続い
て焼却灰投入扉が開く。

⑥ 二段に設置された光電管スイッチの「入」「切」が未完了の場合は車が扉をまたいで存在する
とみなし扉は閉じない。

⑦ 焼却灰投入後、投入扉横の投入扉現場操作盤にて「閉」ボタンを押すと焼却灰投入扉が閉
まり、続いて出入口扉が開く。

⑧ 光電管スイッチの「入」「切」が完了するまで、焼却灰の投入中とみなし扉は閉じない。

⑨ 焼却灰搬入車が投入ステージを出て、ループコイルを超えると出入口扉が自動的に閉まる。

⑩ 出入口扉の「自動」「手動」「休止」の切替は、４階監視操作室にて行う。



2

３ 供給設備（焼却灰）
本設備は、焼却炉から発生する焼却灰（乾灰）を移送するＡ系・Ｂ系のコンベア設備と焼却灰

ピットに貯留された湿灰を処理するＣ系のコンベア設備等（現在は使用することができない）から
構成されている。

【搬送処理系コンベア群について】
搬送処理系コンベアは、下記のようなグループ（群）に分割し、各々のグループ（群）毎に起動

停止を行い、「群起動－停止」は群起動用操作スイッチで行う。

① Ａ系上流コンベア群
Ａ系焼却灰移送コンベア～Ａ系振分装置－１

② Ｂ系上流コンベア群
Ｂ系焼却灰移送コンベア～Ｂ系振分装置－１

③ Ａ系下流コンベア群
Ａ系粗物選別機～Ａ系焼却灰コンベア－３～焼却灰コンベア－４・５

（Ａ系下流コンベア群　or　バイパス系コンベア群　切替により）
バイパスコンベア－１～バイパスコンベア－３

④ Ｂ系下流コンベア群
Ｂ系粗物選別機～Ｂ系焼却灰コンベア－3～焼却灰コンベア－４・５

（Ｂ系下流コンベア群　or　バイパス系コンベア群　切替により）
バイパスコンベア－１～バイパスコンベア－３

⑤ Ｃ系コンベア群
焼却灰投入ホッパー～Ｃ系粗物コンベア・Ｃ系焼却灰コンベア－２

⑥ 乾燥機群
乾燥機～乾燥機シールダンパ

⑦ 集じん機群
場内集じん用集じん機～集じん機下ロータリーバルブ
なお、場内集じんダストバイパスコンベヤと振分ダンパは各単独

※上記⑤～⑥については、使用することはできない。

【コンベア起動時の注意点】
① 群起動の際、下流側ラインの選択（例：バイパスラインか下流コンベア群か等）が必要となる。

② 下流コンベア群において、Ａ系粗物選別機・Ｂ系粗物選別機・焼却灰コンベア－５は、焼却灰
クレーンとのインターロックを設けており、一時的に停止する時があるが、インターロックが解除さ
れた段階で自動再起動する。

③ Ｃ系コンベア群において、Ｃ系粗物選別機、Ｃ系焼却灰コンベア－１、Ｃ系焼却灰コンベア－２
は乾燥機ホッパレベル制御により自動発停する。　（現在使用していない）

④ 起動準備時、点検口類が閉められているか十分確認すること。

⑤ 集じん機群の軌道に際しては、下流側場内集じんダストバイパスコンベヤの起動と、振分ダン
パの切換（飛灰移送コンベヤ－３のＡ系またはＢ系の運転機器に合わせる）を行う。
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【運転中の注意点】
① 巻き込まれに注意すること。

② ベルト・チェーン等の異物除去する場合は、コンベアを必ず停止させてから行うこと。

４ 供給設備（焼却飛灰）
本設備は、焼却炉から発生する焼却飛灰（乾灰）を移送するＡ系・Ｂ系のコンベア設備と焼却

飛灰貯留槽から構成されている。

【搬送処理系コンベア群について】
搬送処理系コンベアは、下記のようなグループ（群）に分割し、各々のグループ（群）毎に起動

停止を行い、「群起動－停止」は群起動用操作スイッチで行う。

① Ａ系上流コンベア群
Ａ系共同溝焼却飛灰移送コンベア－１・２

～Ａ系焼却飛灰移送コンベア－１・２・３～焼却飛灰貯留槽

② Ｂ系上流コンベア群
Ｂ系共同溝焼却飛灰移送コンベア－１・２

～Ｂ系焼却飛灰移送コンベア－１・２・３～焼却飛灰貯留槽

③ Ａ系下流コンベア群
Ａ系粗物選別機～Ａ系焼却灰コンベア－３～焼却灰コンベア－４・５

（Ａ系下流コンベア群　or　バイパス系コンベア群　切替により）
バイパスコンベア－１～バイパスコンベア－３

④ Ｂ系下流コンベア群
Ｂ系粗物選別機～Ｂ系焼却灰コンベア－3～焼却灰コンベア－４・５

（Ｂ系下流コンベア群　or　バイパス系コンベア群　切替により）
バイパスコンベア－１～バイパスコンベア－３

５ 集じん灰（飛灰）処理設備
本設備は、焼却飛灰貯留槽に貯留された焼却飛灰（乾灰）を重金属類の安定化処理するため

の設備で、移送するコンベア設備と薬品混練機設備及び薬品注入ポンプ設備から構成されてい
る。

【「起動－停止」について】
本設備は、起動指令により焼却飛灰貯留槽の重量設定範囲内で自動運転ができることとなっ

ており、「起動－停止」は操作スイッチで行う。
なお、現状では朝９時に手動により起動指令の操作を行い、運転した後自動運転に切替え

焼却飛灰貯留槽残量が規定値（１ｔｏｎ）となったら自動停止し、次の起動指令まで待機することと
している。



4

６ 灰溶融設備

７ 溶融物処理設備（搬出・車両管制）

８ ガス冷却・除じん・有害ガス除去設備

９ ガス冷却・通風設備

10 集じん灰処理設備

※上記６～１０については溶融設備に係るもので、機器設備は現存するが運転停止としている
　ことから、内容説明は省略している。

11 給水設備
本工場への給水源は、「上水」と隣接した東部下水処理場からの「下水処理水」及び「井水」

で、いずれも焼却棟で一旦受水した後、灰処理施設へ送水される。

【特徴と注意点】
① 本工場用水の主となるのは「上水」となっている。

② プラント用水は、焼却棟のプラント用水高架タンクから送水され、灰処理施設棟のプラント
用水受水槽で受入していたが、送水管の腐食破孔漏水のため使用していない。

現状の取水送水管路については、上水送水管路を分岐しプラント水受水としている。
（詳細は、前記プロセス説明６-（４）フロー図を参照のこと）
また、プラント用水はプラント用水高架槽、再使用水槽、スラグ冷却水槽、メタル冷却水

槽の用水または補給水として使用する。
なお、再使用水槽、スラグ冷却水槽、メタル冷却水槽は、現在使用していない。

③ 再使用水は、床洗浄水、スラグ冷却水、メタル冷却水、減温塔噴射水として使用され、焼却
棟の再使用水槽から再使用水給水ポンプにより給水される。

なお、再使用水は現在使用していない。

④ 上水（生活用水）用水は、焼却棟の上水高架タンクから送水され、灰処理施設棟の生活用
水と隣接白石清掃事務所の生活用水として受水している。

⑤ 生活排水、プラント排水は、焼却棟の汚水処理設備に送られ処理される。

12 電気設備
本設備は焼却施設より工場に必要な電力を受電する設備及び動力設備により構成されており、

必要に応じて高圧・低圧の各電圧にて電力供給を行う。

【受変電設備・配電設備】
① 焼却施設から6.6kVで常用・保安用の２回線受電となっている。

② 灰溶融炉へは、直流電源装置にて直流化し給電を行う（現在は使用していない）。

③ 工場内の各機器へは、変圧器により必要な電圧に降圧し、配電する。
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【動力設備の特徴】
① ロードセンタ及び低圧配電盤により各コントロールセンタや動力制御盤に配電される。

② 動力回路は、コントロールセンタまたは動力制御盤で構成され、中央ＣＲＴまたは現場操作
盤からの操作が可能となっている。

13 計装設備
本設備はプラントの運転管理を効率よく安全確実に良好かつ容易に行うための設備であり、オ

ペレータコンソールによる中央集中管理方式を基本としている。

【計装設備の構成と特徴】
① 監視操作室に設置する分散型デジタル制御システム（Ｄ．Ｃ．Ｓ）のオペレータコンソールに

よる集中制御を行う。

② 中央監視盤にはＩＴＶモニタ・集中故障表示器等を設置し、プラント全体の監視を行う。

③ クレーン（焼却灰・スラグ・メタル）自動制御盤・プラズマ制御盤等を設置し、自動化を図る。

④ 各種計算機を設置し、帳票管理、在庫管理、図面管理等を行う。

⑤ プラントの運転管理に必要な計測機器類、操作機器類を設置する。

14 場内集じん・換気設備
(1) 焼却灰の移送については乾灰で移送されるため、各コンベヤは防じん対策のためケーシ

ングで覆われているが、粉じんの発生があることから、灰処理施設場内の給排気換気設備と
は別に場内集じん設備が設置されている。
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計量・受入設備

１． 出入口扉
出入口扉は、１階の投入ステージ及び搬出ステージに設置されており、投入ステージ側は１門、

搬出ステージ側は入口１門、出口側１門の計２門の電動シャッターから構成されている。
搬出入車が安全かつ迅速に通行できる十分な開閉速度を有している。

出入口扉仕様
扉寸法 ： 4,000W×4,500H
開閉速度 ： 開２０秒　　閉20秒
操作方法 ： 全自動式

２． 焼却灰投入扉
焼却灰投入扉は１門とし、３枚折れフラップ式を設けている。扉は電動シリンダーにより開閉し、

通常時の焼却灰投入扉は閉じており、投入ステージ出入口扉との連動で自動開閉する。
搬入車は焼却灰投入扉手前までバックで進入し、焼却灰投入扉手前のループコイルを踏んで

停止し、一旦車から降り、出入口扉横の現場操作盤にて「閉」ボタンを押すと出入口扉が閉まり、
続いて焼却灰投入扉が開くこととなる。

焼却灰投入後、投入扉横の投入扉現場操作盤にて「閉」ボタンを押すと、焼却灰投入扉が閉ま
り、続いて出入口扉開くこととなる。

また、現場からの手動開閉も可能となっている。
(1) 焼却灰投入扉仕様

型　　式 ： 鋼板製　三枚折れ　フラップ式
開口寸法 ： W3,000×L2,700　(mm)
扉寸法 ： W3,654×L2,854　(mm)
開閉速度 ： 全開15秒　全閉15秒
駆動方式 ： 電動シリンダ（トルクリンク式）　5.5kW×500mm
数　量 ： １基

供給設備
１． コンベア切替装置（主灰切替ダンパ）

本装置は、焼却炉から発生した焼却灰（乾灰）を受入れ、Ａ系またはＢ系焼却灰移送コンベア
（振動コンベア）に振り分ける装置で（図－１）、切替ダンパ（図ー２）と下段シールダンパ（図－３）
がケーシング内に納まり、油圧駆動装置で構成されている。

上部に主灰シールダンパと粗物スクリーンが設置されおり、焼却炉後燃焼ストーカから落下し
た焼却灰（乾灰）は、主灰シールダンパを経て粗物スクリーンで600㎜以上の大粗物と600㎜未満
の乾灰に分類され、スクリーンを通り抜けた乾灰と、燃焼機下の落下灰コンベアで搬送された
落下灰を受入れ、これをＡ系またはＢ系の焼却灰移送コンベア（振動コンベア）へ振り分けるため
のものとなっている。

下段シールダンパは主灰シールダンパと協調させて、移送コンベア側から空気が流入するのを
防ぐためのものである。

粗物スクリーンに止まった大粗物はスクリーンを回転させ、粗物コンテナに落下し分別回収さ
れる。

(1) 主灰シールダンパの構造
鋼板・形鋼の内面に煉瓦受を取り付け、ダンパスレームを形成しており、また、フレームのサ

イド及びセンターには、ダンパシャフトを支える軸受がはめ込まれている。
ダンパシャフトには、2分割になっており火床を形成するために分割されたダンパが水平の

状態で取り付けてある。容易に取替えができるようにボルト付け構造となっている。
ダンパの駆動は、油圧シリンダーよりレバーを介して、水平より９０°下側に回転しスクリー

ン上の粗物スクリーンを通り振動コンベアに払い落とされる。
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(2) 粗物スクリーンの構造
鋼板・形鋼により、スクリーンフレームを形成しており、フレームのサイド及びセンターには、

スクリーンシャフト・シールプレートシャフト（サイドのみ）を支える軸受がはめ込まれている。
スクリーンシャフトは、２分割になっており、等間隔に配置されたスクリーンが取り付けられ、

容易に取替ができるようにボルト付け構造となっている。
スクリーンの駆動は油圧シリンダーによりレバーを介して、水平より４０°下側に回転しスク

リーン上の粗物を別シュートに払い落とされる。
シールプレートの駆動は油圧シリンダーよりレバーを介して６０°回転する。

主灰シールダンパ

粗物スクリーン

コンベア切替装置部分を示す。

後燃焼ストーカ

粗物コンテナ

コンベア切替装置全体組立図 （図－１）
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(3) 切替ダンパ
図－２のとおり下部が二股になったケーシング部の分岐点にダンパを設け、このダンパを

左右にスイングさせることにより、上部からの受入れた焼却灰を、Ａ系（右側）またはＢ系（左
側）のシュートへ振り分けるようにしたものである。

焼却灰が流れる面（ダンパプレート）は、摩耗防止のためハイマンガン鋼（着脱可）貼付け
となっている。

ダンパのスイング動作は油圧により行い、左右のシリンダは１ケの切替弁で同時に切替て
作動させ、ほぼ直立状態で垂直に対して左右３５度傾斜させることにより、焼却灰の流れを左
右に切替る。

(4) 下段シールダンパの構造
二股シュートの下部に設けた片開き式の底蓋のようなもので、ダンパ閉の状態で高所より

落下する焼却灰やクリンカ塊の衝撃を受け止め、かつ、エアシールを確保する構造となってい
る。

落下物の落下速度を減速させ衝撃を軽減させるため、二股シュートの上部に通過抵抗用
の鋼棒をのれん上に吊り下げている。

切換ダンパ （図－２）

下段シールダンパ （図－３）

ｴｱｼﾘﾝ
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２． 焼却灰移送コンベア
焼却炉から排出された焼却灰（乾灰６００ｍｍ以下）を灰処理棟に設置された焼却灰コンベア

－１まで搬送する振動コンベアである。
乾灰で搬送するため、消火用としてコンベアケーシング上部に温度センサを設け、コンベア内

散水設備と連動させている。

Ａ系、Ｂ系焼却灰移送コンベア
形式 ： 振動コンベア
数量 ： ２基
搬送能力 ： １５ton/Hr
主要部材質 ： ＳＵＳ３０４
主要寸法 ： Ａ系：水平長さ１１０.８ｍ×幅１.０５ｍ

Ｂ系：水平長さ１１３.２ｍ×幅１.０５ｍ
電動機 ： Ａ系：１１ｋｗ×６台

Ｂ系：１１ｋｗ×６台

３． 焼却灰コンベア
焼却棟から焼却灰移送コンベア（振動コンベア）により搬送された焼却灰（乾灰）は、各焼却灰

コンベアにより振分装置及び前処理設備へ搬送される。焼却灰コンベアは、ベルトコンベア、バケ
ットコンベア及び振動コンベアから構成される。

(1) Ａ系、Ｂ系焼却灰コンベア－１（平成３０年度改造）
形式 ： ベルトコンベア
数量 ： ２基
搬送能力 ： ２３ton/Hr
主要部材質 ： 本体　ＳＳ４００

ベルト　ＮＢＲ
主要寸法 ： 水平長さ３３.３ｍ×揚程１０.７ｍ×幅１.０５ｍ
電動機 ： ３.７ｋｗ（ベルトコンベヤ：バイエルサイクロ可変減速機）

CHHBMN5B-4215DB-B-273
０.２ｋｗ（トラフクリーナー：サイクロ減速機）
CNHM05－6135DA－B－377

(2) Ａ系、Ｂ系焼却灰コンベア－２（平成２９年度更新）
形式 ： ベルトコンベア
数量 ： ２基
搬送能力 ： ２３ton/Hr
主要部材質 ： 本体　ＳＳ４００、HARDOX

ベルト　ＮＢＲ
主要寸法 ： 水平長さ１０.８ｍ×揚程２.７ｍ×幅１.０５ｍ
電動機 ： １.１ｋｗ（ベルトコンベヤ：サイクロ減速機）

CHHM1H－6170DA－EP－B－377
０.２ｋｗ（トラフクリーナー：サイクロ減速機）
CNHM02－6125DA－B－473

(3) Ａ系、Ｂ系焼却灰コンベア－３　（平成２５年度更新　平成２７年１月より運用）
形式 ： バケットコンベア
数量 ： ２基
搬送能力 ： １５ton/Hr
主要部材質 ： 本体　ＳＳ４００

バケット　ＳＳ４００　６t×３５０h×７７６L－８００P
チェーン　ＲＦ１２２００Ｆ-ＡＴ-４ＬＧＡ４(特）

主要寸法 ： Ａ系　水平長さ７.９ｍ(C～C)×揚程１３.５８ｍ×幅１.０ｍ
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Ｂ系　水平長さ１０.９ｍ(C～C)×揚程１３.５８ｍ×幅１.０ｍ
電動機 ： ７.５ｋｗ（サイクロ減速機）×４Ｐ×４００V

(サイクロ減速機：CHHM10-6190DB-ESTL-B-143)

(4) 焼却灰コンベア－４　（平成２５年度更新　平成２７年１月より運用）
形式 ： 水封式スクレーパコンベア
数量 ： １基
搬送能力 ： ５.０ton/Hr(ﾉｰﾏﾙ)　１５.０ton/Hr(MAX)
主要部材質 ： 本体　ＳＵＳ３０４(水槽部)　ＳＳ４００

フライト　４０Ｋレール+特殊鋼－６４０P
チェーン　Ｍ２２８０Ｓ-７ﾘﾝｸ

主要寸法 ： 水平長さ１３.５８６ｍ(C～C)×揚程５.２３５ｍ×幅１.６７４ｍ
電動機 ： ５.５ｋｗ（サイクロ減速機）×４Ｐ×４００V

(サイクロ減速機：CHHM８-6２１５DA-ESTL-559)

(5) 焼却灰コンベア－５　（平成２５年度更新　平成２７年１月より運用）
形式 ： 簡易密閉型ベルトコンベア　(重錘式)
数量 ： １基
搬送能力 ： 　　　ton/Hr 搬送速度 ： ≒２.５m/min
主要部材質 ： 本体　ＳＳ４００

ベルト　ＮＢＲ
主要寸法 ： 水平長さ６.０１８ｍ　ベルト幅　１.２００w×５.０×１.５×３Ｐ
電動機 ： １.１ｋｗ×４００V×４００V

(サイクロ減速機：CHHM1-6165DB-ESTL-47320)

(6) Ｃ系焼却灰コンベア－１ ※機器は現存するが、可動はしないため仕様は省略する。

(7) Ｃ系焼却灰コンベア－２ ※機器は現存するが、可動はしないため仕様は省略する。

４． 振分装置（Ａ系・Ｂ系振分装置－１）　（平成２８年度更新　平成２８年１０月より運用）
Ａ系・Ｂ系焼却灰コンベア－２から、焼却灰バイパスコンベア－１の系統か、Ａ系・Ｂ系粗物選

別機の系統へ振分を行う装置である。
形式 ： スイングダンパ
数量 ： ２基
処理能力 ： 23ton/Hr
主要部材質 ： ＳＳ４００
主要寸法 ： 投入口　１,２００ｍｍ×１,２００ｍｍ×高さ１,２００ｍｍ
駆動方式 ： 空気駆動式

５． 焼却灰バイパスコンベア
焼却棟から搬送されてきた焼却灰（乾灰）を振分装置から焼却灰ピットまで搬送する設備で、

下記のベルトコンベアとスクレーパコンベアから構成されている。

(1) 焼却灰バイパスコンベア－１　（平成２９年度更新）
形式 ： ベルトコンベア
数量 ： １基
搬送能力 ： １５ton/Hr
主要部材質 ： 本体　ＳＳ４００、HARDOX

ベルト　耐摩耗天然ｺﾞﾑ
主要寸法 ： 水平長さ１４.０ｍ×揚程２.９ｍ×幅１.０５ｍ

※現在は、水平となっている。
電動機 ： １.１ｋｗ（ベルトコンベヤ：サイクロ減速機）

ＣＨＨＢＭ1H－6175ＤA－EP－473
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０.２ｋｗ（トラフクリーナー：サイクロ減速機）
ＣNＨM02－6125DA-473

(2) 焼却灰バイパスコンベア－２　（平成２7年度更新　平成２７年１１月より運用）
形式 ： 水封式スクレーパコンベア（湿式フライトコンベヤ）
数量 ： １基
搬送能力 ： １５ton/Hr
主要部材質 ： 本体　ＳＵＳ３０４　　スクレーパ　ＳＳ４００
主要寸法 ： 水平長さ２１.６ｍ×揚程１０.１ｍ×幅１.５ｍ
電動機 ： ５.５ｋｗ×４Ｐ×４００Ｖ（サイクロ減速機）

ＣＨＨＭ８－６２１５ＤＡ－ＥＰＴＬ－５５９
搬送速度 ： ２.５ｍ/ｍｉｎ

(3) 焼却灰バイパスコンベア－３　（平成２４年度更新　平成２５年１月より運用）
形式 ： ベルトコンベア
数量 ： １基
搬送能力 ： １８ton/Hr
主要部材質 ： 本体　ＳＳ４００　要部　ＳＵＳ３０４

ベルト　耐摩耗天然ｺﾞﾑ
主要寸法 ： 水平長さ７.０ｍ×幅１.２ｍ
電動機 ： １.５ｋｗ（サイクロ減速機）

（サイクロ減速機：ＣＨＨＭ２－６１７５ＤＡ－ＴＬ－５５９）

６． 焼却灰クレーン
各ホッパへの灰（焼却灰、混錬物、金属、粗物）の投入、各ピット内の攪拌及び積替作業など

の目的を果たす自動操作方式の天井クレーン１台を設け、バケットには油圧式クラムシェル型
（容量４.０m3）を使用している。

(1) 焼却灰クレーン（R4年度更新
形式 ： 屋内用クラブバケット付天井走行クレーン
数量 ： １基
吊上げ荷重 ： 10.1ton

バケット自重　６.１ton　　定格荷重　４.０ton
揚程/スパン ： １９.３m/９.２m
走行レール ： ３７kgレール　全長約３５．８５m
ワイヤロープ ： ＪＩＳ Ｇ ３５２５ ６×Ｆｉ(29)B種Ｚヨリ　（Ｓヨリ）

18φ×４本吊り
電源 ： 主回路　４００Ｖ　　制御　１００Ｖ　
運転方法 ： クレーン操作室 手動，半自動，自動(１サイクル自動含む)

監視操作室 自動(１サイクル自動含む)
現場 手動(無線)

制御方法 ： インバーター制御
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７． 焼却灰ホッパ
焼却灰クレーンで投入された灰を前処理設備Ｃ系粗物選別機に送り出す「焼却灰ホッパ」

と焼却灰クレーンで投入された焼却灰（または粗物、混錬物）を搬出車に積み込む「焼却灰
ホッパ」から構成されている。

(1) 焼却灰ホッパ
Ｃ系粗物選別機上で焼却灰クレーンより焼却灰を受入れ、また、６００ｍｍのバースクリーン

で粗物は系外へ除去する。
形式 ： 鋼板溶接製傾斜型
数量 ： １基
容量 ： １５.８㎥（有効）
主要部寸法 ： 開口部３.８５ｍ×５.０ｍ
主要材質 ： ＳＵＳ３０４×6mm
※「焼却灰ホッパ」は、前処理設備のＣ系を使用しないので使用不可となっている。

(2) 焼却灰搬出ホッパ　（令和５年度更新　平成２６年１１月より運用）
形式 ： カットゲート付ホッパ
数量 ： １基
容量 ： １０㎥
主要部寸法 ： 受入口　５.０ｍ×３.０ｍ

搬出口　１.２ｍ×３.４ｍ
主要材質 ： ＳＳ４００（本体６ｍｍ、ゲート９ｍｍ）

開閉方式 ： 油圧シリンダー（油圧装置は搬出ゲート用油圧装置を兼用）
カットゲート式２本同時操作

操作方式 ： 現場手動

８． 焼却飛灰移送コンベア
焼却棟から排出された飛灰を焼却飛灰貯留槽まで搬送する設備で、下記フローコンベアから

構成されている。

(1) Ａ系・Ｂ系共同溝焼却飛灰移送コンベア－１
形式 ： フローコンベア
数量 ： ２基
搬送能力 ： ６.３ton/Hr
主要部材質 ： 本体　ＳＳ４００

かき板　ＳＳ４００
主要寸法 ： Ａ系　水平長さ２２.５ｍ×揚程１.７ｍ×幅０.４５ｍ

Ｂ系　水平長さ２３.０ｍ×揚程１.７ｍ×幅０.４５ｍ
電動機 ： ３.７ｋｗ（バイエルサイクロ可変減速機）

ＣＨＨ－４１７０ＤＣ－ＴＬ－１２１＋ＢＨＨＭ－Ｎ５Ａ

(2) Ａ系・Ｂ系共同溝焼却飛灰移送コンベア－２
形式 ： フローコンベア
数量 ： ２基
搬送能力 ： ６.３ton/Hr
主要部材質 ： 本体　ＳＳ４００

かき板　ＳＳ４００
主要寸法 ： Ａ系　水平長さ５３.７ｍ×揚程２.８ｍ×幅０.４５ｍ

Ｂ系　水平長さ５５.９ｍ×揚程２.８ｍ×幅０.４５ｍ
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電動機 ： ７.５ｋｗ（バイエルサイクロ可変減速機）
ＣＨＨ－４１９０ＤＢ－ＴＬ－１２１＋ＢＨＨＭ－Ｎ１０Ａ

(3) Ａ系・Ｂ系焼却飛灰移送コンベア－１
形式 ： フローコンベア
数量 ： ２基
搬送能力 ： ６.５ton/Hr

主要部材質 ： 本体　ＳＳ４００
かき板　ＳＳ４００

主要寸法 ： Ａ系　水平長さ３１.３ｍ×幅０.３２ｍ
Ｂ系　水平長さ３４.３９ｍ×幅０.３２ｍ

電動機 ： ３.７ｋｗ（バイエルサイクロ可変減速機）
ＣＨＨ－４１６０－ＴＬ－５９＋ＢＨＨＭ－Ｎ５Ａ

(4) Ａ系・Ｂ系焼却飛灰移送コンベア－２
形式 ： フローコンベア
数量 ： ２基
搬送能力 ： ６.５ton/Hr
主要部材質 ： 本体　ＳＳ４００

かき板　ＳＳ４００
主要寸法 ： Ａ系　水平長さ２２.０５ｍ×揚程１１.２ｍ×幅０.３２ｍ

Ｂ系　水平長さ１８.９５ｍ×揚程１１.２ｍ×幅０.３２ｍ
電動機 ： ５.５ｋｗ（バイエルサイクロ可変減速機）

ＣＨＨ－４１８０ＤＢ－ＴＬ－１２１＋ＢＨＨＭ－Ｎ５Ａ　（Ａ系）
ＣＨＨ－４１７０－ＴＬ－５９＋ＢＨＨＭ－Ｎ８Ａ　（Ｂ系）

(5) Ａ系・Ｂ系焼却飛灰移送コンベア－３  （平成２４年度更新　平成２５年１月運用）
形式 ： フローコンベア
数量 ： ２基
搬送能力 ： ３.０ton/Hr
主要部材質 ： 本体　ＳＳ４００

かき板　ＳＳ４００
主要寸法 ： Ａ系　水平長さ３３.５５ｍ×揚程２１ｍ×幅０.３２ｍ

Ｂ系　水平長さ３３.５５ｍ×揚程２１ｍ×幅０.３２ｍ
電動機 ： ３.７ｋｗ（サイクロ可変減速機）

ＣＨＨＭ５－６１７５ＤＣ－ＴＬ－１４３
搬送速度 ： ５ｍ/ｍｉｎ

９． 集じん灰処理設備
１． 焼却飛灰貯留槽から定量供給された焼却飛灰と薬品を混練機で混練し、焼却飛灰に含有する

重金属類を安定処理する設備で、次の機器により構成されている。

(1) 焼却飛灰貯留槽
焼却飛灰移送コンベアで搬送された焼却飛灰を貯留する。

形式 ： 竪形円筒円錐形
数量 ： １基
容量 ： １２６㎥　（有効）

高質ごみ３炉焼却時の１日分以上
主要寸法 ： ４.２m径×１３.５m高さ
主要部材質 ： ＳＳ４００
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(2) 焼却飛灰定量供給装置
焼却飛灰貯留槽に貯留されている焼却飛灰を定量的に焼却飛灰コンベアへ供給する。

形式 ： テーブルフィーダ
数量 ： １基
供給能力 ： ２,７２０kg/Hr　（最大）
主要部材質 ： ＳＳ４００
電動機 ： ３.７kw

※令和７年度工事にて、休止していた溶融飛灰貯留槽（供給装置含む）を再利用し、
焼却飛灰貯留槽を非常時にバイパスできるプロセスを設置予定。

(3) Ｎｏ１焼却飛灰コンベア　（平成２５年度更新　平成２７年１月運用）
形式 ： スクリューコンベア
数量 ： １基
搬送能力 ： ２.７２ton/Hr　(飛灰比重=０.３ton/㎥)
主要部材質 ： 本体　ＳＧＰ，ＳＳ４００

スクリュー　ＳＧＰ，ＳＳ４００
電動機 ： ０.７５kw×４００V×５０Hz　(トルクリミット付)

ＣＮＨＭ１－６１２５－ＴＬ－５９
主要付属品 ： 点検口 １式

安全カバー １式
ヒータ　　(０.３kw)　熱電対含む １式

(4) Ｎｏ２焼却飛灰コンベア　（平成２５年度更新　平成２７年１月運用）
形式 ： スクリューコンベア
数量 ： １基
搬送能力 ： ２.７２ton/Hr　(飛灰比重=０.３ton/㎥)
主要部材質 ： 本体　ＳＧＰ，ＳＳ４００

スクリュー　ＳＧＰ，ＳＳ４００
電動機 ： １.５kw×４００V×５０Hz　(トルクリミット付)

主要付属品 ： 点検口 １式
安全カバー １式
ヒータ　　(０.９kw)　熱電対含む １式

(5) 混練機切替装置　（平成２５年度更新　平成２７年１月運用）
形式 ： スクリューコンベア
数量 ： １基
搬送能力 ： ２.７２ton/Hr　(飛灰比重=０.３ton/㎥)

主要部材質 ： 本体　ＳＧＰ，ＳＳ４００
スクリュー　ＳＧＰ，ＳＳ４００

電動機 ： ０.７５kw×４００V×５０Hz　(トルクリミット付)
主要付属品 ： 点検口 １式

安全カバー １式
ヒータ　　(０.６kw)　熱電対含む １式

(6) 混練機
飛灰とＰＨ調整剤及び重金属安定剤を混錬する。

形式 ： ２軸パドルミキサ
数量 ： ２基
能力 ： ３,３００kg/Hr
主要部材質 ： ケーシング　ＳＵＳ３０４＋ＳＳ４００

パドル　ＳＵＳ３０４＋超硬合金
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送りスクリュウ　ＳＵ３０４＋硬化肉盛

(7) 混練物コンベア　（平成２８年度更新　平成２８年１０月運用）
混練機からの処理物を養生しながら混錬物貯留槽へ搬送する。

形式 ： ベルトコンベア
数量 ： ２基
搬送能力 ： １１ton/Hr　（最大）　　５.９ton/Hr　（通常）
搬送速度 ： ０.６m/min（連続運転）
主要寸法 ： ベルト幅1.２ｍ×機長１０.５ｍ
主要部材質 ： フレーム　SS400

ケーシング　ＳＵＳ３１６（要部）
ベルト　耐熱ゴム

電動機 ： ０.４kw（サイクロ減速機）
ＣＨＨＭ０５－６１８０ＤＡ－１８４９

(8) 重金属安定剤供給装置
① 重金属安定剤供給装置

混練機に重金属安定剤を供給する設備
薬剤比重 ： １.２ton/m3
薬剤添加率 ： ３％（最大２０％）
薬剤ＰＨ ： PH値１４以下

② 重金属安定剤貯槽
形式 ： 整形円筒槽
数量 ： １基
容量 ： ２９m3
主要寸法 ： 径２.６ｍ×高さ４.２ｍ
主要部材質 ： ＦＲＰ
貯留日数 ： 最大使用量の４日分以上

③ 重金属安定剤移送ポンプ
形式 ： マグネットポンプ
数量 ： ２基
吐出量 ： １,０００㍑/min
主要部材質 ： ０.０９８MPa
電動機 ： １１kw

④ 重金属安定剤注入ポンプ
形式 ： ダイヤフラムポンプ
数量 ： ２基
吐出量 ： ８０㍑/Hr～８７０㍑/Hr
主要部材質 ： 接液部ＰＶＣ
電動機 ： ０.７５kw

(9) 希釈水供給装置
① 希釈水供給装置

混練機に添加する希釈水を供給する設備
添加率 ： ３０％（最大５０％）

② 希釈水槽
形式 ： 竪型円筒槽
数量 ： １基
容量 ： １m3
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主要寸法 ： 径１.０ｍ×高さ１.３ｍ
主要部材質 ： ポリエチレン
貯留日数 ： 最大使用量の１時間分以上

③ 希釈水注入ポンプ
形式 ： ダイヤフラムポンプ
数量 ： ２基
吐出量 ： ９９０㍑/Hr～１,９２０㍑/Hr
主要部材質 ： 接液部ＰＶＣ
電動機 ： １.５kw

(10) ＰＨ調整剤供給装置
① ＰＨ調整剤供給装置

混練機に添加するＰＨ調整剤（５０％液体硫酸バンド）を供給する設備
薬剤比重 ： １.３ton/m3
薬剤添加率 ： ３０％（最大７０％）
薬剤ＰＨ ： ＰＨ２以上

② ＰＨ調整剤貯槽
形式 ： パネル式角形槽
数量 ： １基
容量 ： ７６m3
主要寸法 ： 長さ６.０ｍ×幅４.５ｍ×高さ３.５ｍ
主要部材質 ： ＦＲＰ
貯留日数 ： 最大使用量の５日分

③ ＰＨ調整剤注入ポンプ
形式 ： ダイヤフラムポンプ
数量 ： ２基
吐出量 ： １,４００㍑/Hr～１,９２０㍑/Hr
主要部材質 ： 接液部ＰＶＣ
電動機 ： １.５kw

(11) ダイオキシン熱分解装置
① 装置全体の概要

ダイオキシン熱分解装置は2系列で構成されている。主に昇温器、保温器及び冷却
器からなり、クッションホッパに一旦貯留され、飛灰投入コンベアを介して供給用ロータ
リーバルブにより一定量がそれぞれの昇温器に供給され、昇温器にて昇温された飛灰
は保温器に移される。

この昇温器、保温器において飛灰中のダイオキシン類を熱分解した後、冷却器で急
冷却することにより、ダイオキシン類を大幅に低減される。

※ダイオキシン熱分解装置は、現存するが運転は行わない。

② 構成機器の概要
構成機器の概要については省略する。

１０． 集じん・換気設備
焼却灰・焼却飛灰を焼却設備から灰処理設備への移送中の各機器からのダスト飛散防止及

び、場内への飛散したダストを捕集し、これを焼却灰移送系もしくは焼却飛灰移送系コンベアに
戻す設備で、次の機器により構成されている。

(1) 機器集じん機
集じん灰処理設備から発生した粉じんを捕集する設備で、フェルト製のろ布を使用し、パル
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スジェット方式の洗浄機構を持つバグフィルタとなっている。

※機器集じん機設備は、現存するがダクトの一部撤去されており、運転不可となっている。

(2) 場内集じん用集じん機
① 概要

コンベア、焼却灰貯留槽、コンベア室場内からの発生する粉じんを捕集する設備で、フェ
ルト製のろ布を使用し、パルスジェット方式の清浄機構を持つバグフィルタである。

処理風量 ： ８１０m3/min
入口粉じん量 ： 　　２g/Nm3
出口粉じん量 ： ０.０２g/Nm3
ろ過速度 ： 　　３m/min
ろ布面積 ： 約４５８m2
ろ布洗浄方式 ： パルスジェットによる強制払い落とし方式

② 構造
本体は大きく分けて、トッププレナム部、ハウジング部、ホッパ部で構成されており、トップ

プレナム部とハウジング部の間はチューブシートで仕切られている。

③ 作動機構
含じんガスは下部入口から排風機による吸引によってハウジング内に入り、粉体はろ布

表面で捕集され、ろ過された清浄空気は濾筒内を通って上部出口より排出される。
濾布表面で捕集された粉体は、パルス発生装置により発生したエアーパルスで払い落

とされ、下部ホッパからロータリーバルブで集じん機下ダスト移送コンベアに排出される。
パルス発生装置は、濾筒上部に設けられたブローチューブの噴射口から圧縮空気を瞬

間的に噴射させ、ベンチュリのエジェクタ効果によって噴射空気の数倍の二次空気を周囲
から吸い込み、濾筒内部に高圧逆風によるショックを与えると、そのショックによる振動と濾
筒外面に向かって逆流する空気で捕集された粉体を効果的に払い落とす構造となっている。

濾筒一列当たりの払い落としに費やす時間は非常に僅かで、濾過面積には全く影響は
ない。

また、同一の濾筒は通常１～３分間隔で繰り返しクリーニングされるため、バグフィルタ
全体の濾過抵抗は常に一定で、処理風量、圧損ともになんら変動を与えることなく、装置
全体を常に安定した状態で運転することができる。
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(3) 集じん機下ダスト移送コンベア
場内集じん用集じん機から排出されたダストを焼却飛灰コンベア－３まで搬送し、飛灰処

理設備に搬送合流させる設備である。
① 集じん器下ダスト移送バイパスコンベア　（平成２６年度更新　平成２７年１１月運用）

形式 ： フライト式コンベヤ（ＣＮＦＶ２４０－Ｇ０５－Ａ）
数量 ： １基
搬送能力 ０.３ton/Hr
搬送速度 ： １.３４m/min
主要部材質 ： 本体　ＳＳ４００

かき板　ＳＳ４００
主要寸法 ： 水平長さ４.０ｍ×揚程４.２５ｍ×幅０.２４ｍ
電動機 ： ０.４ｋｗ（バイエルサイクロ可変減速機）

ＣＨＨＭ０５－６１３０ＤＣ－ＴＬ－３１９

１１． 汚水処理設備
灰処理施設からの排出水を受け入れ焼却施設側有機系スクリーンへ圧送するための水槽類、

並びに、焼却施設の汚水処理施設から送られてきた汚泥を受け入れ、脱水処理するための設備
を設けている。

また、灰処理施設・清掃事務所内で発生するし尿及び生活排水を焼却施設生活排水槽へ圧
送するための生活排水槽も設けている。
(1) 水槽類

排出水あるいは汚泥を受け入れ、貯留するために下記の水槽が設置されている。
① 灰汚水槽 （鉄筋コンクリート製） ２５㎥×１槽

② 床洗浄汚水槽 （鉄筋コンクリート製） 　４㎥×１槽

③ 生活排水槽 （鉄筋コンクリート製） １０㎥×１槽　

捕集されたダスト

M ﾛｰﾀﾘｰﾊﾞﾙﾌﾞ

場内集じん用バグフィルタ

屋外排気

M

排風機

圧縮空気

集じん機下ﾀﾞｽﾄﾊﾞｲﾊﾟｽｺﾝﾍﾞｱ

A系・B系焼却飛灰ｺﾝﾍﾞｱ-3

M



14

④ 汚泥サービスタンク （ＦＲＰ） 1.０㎥×１槽
（現在使用していない）

(2) 脱水機
遠心力により汚泥中の水分を減らすための装置で、脱水後の汚泥は脱水汚泥搬出コンベア

により混練物貯留槽へ搬送される。　（現在使用していない）

(3) 薬品タンク類
本タンクは、脱水用高分子助剤を貯留するために設置している。　（現在使用していない）

(4) 汚水・汚泥ポンプ
生活排水槽より焼却施設の生活排水槽へ圧送するための生活排水ポンプ、床洗浄汚水槽

から灰沈殿槽へ圧送するための床洗浄汚水ポンプ、灰汚水槽から有機系スクリーンタンクへ
移送するための灰汚水ポンプをそれぞれ設置している。

(5) 薬品ポンプ類
脱水機に高分子助剤を供給するために脱水助剤注入ポンプを設置している。
（現在使用していない）

(6) 撹拌装置
（現在使用していない）

１２． 給水設備
【ＲＣ水槽】

(1) プラント用水受水槽
焼却棟プラント用高架タンクより、送水されたプラント水（上水）を受入れる冷水槽と各プラント

水からの戻り水を受入れる温水槽から構成されている。
冷水槽

容量 ： ４２０㎥（有効）
滞留時間 ： 循環水量の３０分間分

温水槽
容量 ： ４２０㎥（有効）
滞留時間 ： 循環水量の３０分間分

(2) 再使用水槽
焼却棟再使用水受水槽より、送水された再利用水を受入れる水槽で、減温塔噴射水に使用

する。　（現在使用していない）
容量 ： ５５㎥（有効）
滞留時間 ： １日最大使用水量の１日分

(3) スラグ冷却水槽
スラグ冷却水を貯留する水槽で、水源は焼却棟再使用水受水槽から送水される再使用水

及び焼却棟プラント水用高架タンクから送水されるプラント水（上水）となっている。
（現在使用していない）

容量 ： ２００㎥
滞留時間 ： スラグ冷却水の３０分間分と、スラグコンベア１基分の水量を

同時に貯留できる容量
(4) メタル冷却水槽

メタル冷却水を貯留する水槽で、水源は焼却棟再使用水受水槽から送水される再使用水
及び焼却棟プラント水用高架タンクから送水されるプラント水（上水）となっている。

（現在使用していない）
容量 ： ２００㎥
滞留時間 ： メタル冷却水の３０分間分と、メタルコンベア１基分の水量を
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同時に貯留できる容量

【渦巻ポンプ】
(1) 機器冷却水ポンプ

プラント用水受水槽（冷水槽）から溶融炉、純水装置、変圧器の冷却水、プラント用水（空
気圧縮機）、高架タンク及び床洗浄水ラインへプラント用水を送水する。

形式 ： 電動機直結渦巻ポンプ
数量 ： ４基
吐出量 ： ２００㎥/Hr
全揚程 ： ６０ｍ
電動機 ： ５５ｋｗ

※現在、Ｎｏ３・４ポンプは使用不可の状態であり、令和７年度工事にて更新予定。

(2) 床洗浄水ポンプ
再使用水槽から床洗浄水を送水する。

形式 ： 電動機直結渦巻ポンプ
数量 ： １基
吐出量 ： １３.８㎥/Hr
全揚程 ： ４０ｍ
電動機 ： ３.７ｋｗ

(3) 機器冷却水揚水ポンプ
プラント用水受水槽（温水槽）から機器冷却水冷却塔へ送水し、冷水槽へ循環させる。

形式 ： 電動機直結渦巻ポンプ
数量 ： ３基
吐出量 ： ４３０㎥/Hr
全揚程 ： ４０ｍ
電動機 ： ７５ｋｗ

【機器冷却塔】
機器冷却水揚水ポンプにより、機器冷却水をプラント用水受水槽（温水槽）から機器冷却塔

へ送水し、冷却後プラント用水受水槽（冷水槽）へ戻す。
冷却水温度制御は冷却塔ファンの台数制御により行い、排気はＦＲＰ製ダクトにより屋上か

ら大気へ解放される。
形式 ： 電動機直結強制通風白煙防止型
循環水量 ： ８６０㎥/Hr
冷却水温度 ： 入口　４２℃　　出口　３２℃
空気温度 ： ２７℃
電動機 ： ７.５ｋｗ×８台
主要部材質 ： 本体　ＦＲＰ　　ファン　ＦＲＰ
操作方法 ： 遠隔（自動）、現場手動
構成 ： ８槽５室（１，２－３，４－５，６－７，８）

【ＥＲＰタンク】
(1) プラント用水高架タンク

プラント用水を一時貯留し、各プラント機器へプラント用水を供給する。
容量 ： １４０㎥（有効）
数量 ： １基
主要寸法 ： 長さ１２ｍ×幅５ｍ×高さ３ｍ
滞留時間 ： 時間最大使用量の１時間分以上
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１３． 電気設備
(1) 受変電設備

① 高圧配電盤
本設備は高圧配電用のもので、列盤構成にて２階高圧電気室１に設置されており、真空

遮断器・避雷器・計器用変成器・保護継電器等により構成されている。
数量 ：
寸法 ： ８,０００w×２,３５０H×２,３００Dｍｍ
形式 ： 鋼板製単位閉鎖垂直自立形
定格 ： ７.２ｋＶ　１,２００Ａ　３１.５ｋＡ（遮断器）

７.２ｋＶ　２,０００Ａ　３１.５ｋＡ（遮断器）
構成 ： 1) １号灰溶融炉ＶＣＢ盤・２号灰溶融炉ＶＣＢ盤

2) Ｎｏ１プラント動力変圧器ＶＣＢ盤・
　　　　　　　　　　　　　　　　Ｎｏ１プラント動力変圧器ＶＣＢ盤　　　　　　　　　　　

3) ２００Ｖ建築動力変圧器ＶＣＢ盤一般照明変圧器ＶＣＢ盤
4) 進相用コンデンサＶＣＢ盤・

　　　　　Ｎｏ１灰溶融直流電源用進相用コンデンサＶＣＢ盤
5) Ｎｏ２灰溶融直流電源用進相用コンデンサＶＣＢ盤

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予備フィーダＶＣＢ盤
6) 常用動力高圧母線ＧＰＴ盤・空箱
7) 常用動力受電用ＶＣＢ盤
8) 保安動力受電用ＶＣＢ盤
9) 保安動力変圧器ＶＣＢ盤・保安照明変圧器ＶＣＢ盤
10)保安動力高圧母線ＧＰＴ盤・空箱

② 高圧受電盤
本設備は灰溶融直流電源装置のもので、列盤構成で２階高圧電気室に設置されており、

真空遮断器・避雷器・計器用変成器・保護継電器等により構成されている。
数量 ： ６面
寸法 ： ４,６００w×２,３５０H×２,３００Dｍｍ
形式 ： 鋼板製単位閉鎖垂直自立形
定格 ： ７.２ｋＶ　１,２００Ａ　３１.５ｋＡ（遮断器） ４台
構成 ： 1) １号直流電源装置高圧受電盤引き込み及びＶＴ盤

2) １号直流電源装置高圧受電盤ＶＣＢ盤－１
3) １号直流電源装置高圧受電盤ＶＣＢ盤－２
4) ２号直流電源装置高圧受電盤引き込み及びＶＴ盤
5) ２号直流電源装置高圧受電盤ＶＣＢ盤－１
6) ２号直流電源装置高圧受電盤ＶＣＢ盤－２

③ 進相用コンデンサ盤
本設備は系統の力率改善用のもので、列盤構成にて２階高圧電気室３に設置されてお

り、真空コンビネーションスタータ・進相用コンデンサ・計器用変成器・保護継電器等により
構成されている。

数量 ： ４面
寸法 ： 3,200w×2,350h×2,000D　mm
形式 ： 鋼板製単位閉鎖垂直自立形

構成 ： （１面に付）
1) 真空コンビネーションスタータ

真空電磁接触器　6.6kV　200A　4kA
電力ヒューズ　　　7.2kV　50A　40kA

2) 進相用コンデンサ
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油入自冷式　　　　213ｋvar
3) 直列リアクトル

モールド式　　　　　6%　12.8kvar

④ 高圧変圧器
本設備は高圧６.６kVを用途に応じ低圧に降圧するもので、２階高圧電気室に設置されて

いる。
形式 ： モールド変圧器
構成 ： 1) Ｎｏ１プラント動力変圧器 １台

6.6kV　420V　2,500kVa　△－Ｙ
2) Ｎｏ２プラント動力変圧器 １台

6.6kV　420V　1,000kVa　△－Ｙ
3) ２００Ｖ建築動力変圧器

6.6kV　210V　1,000kVa　△－Ｙ

4) 保安動力変圧器
6.6kV　420V　1,500kVa　△－Ｙ

5) 一般照明変圧器
6.6kV　210V-105V　200kVa　単相３線式

6) 保安照明変圧器
6.6kV　210V-105V　50kVa　単相３線式

⑤ 灰溶融炉直流電源装置
本設備は灰溶融炉に直流電力を投入するため、６.６ｋＶ交流を受けて高出力の直流電力

に交換するもので、主に変圧部と整流部から構成されており、２階高圧電気室２に設置して
いる。（現在使用していない）

数量 ： ４面（１炉に２面）
寸法 ：
形式 ： 屋内設置式
構成 ： 1) 変圧器部

送油水冷式変圧器 １台
ＮＶＴＣ付Ａ種絶縁 4,700kVＡ
２次電圧 R550-500-460-400-320-300V

2) 整流器部 ２台
サイリスタ整流器    3,125kA

3) ＤＣＬ ２台
50hz　3,130kA　150μA

4) 直流電源装置機側盤 １面

⑥ サイリスタ盤、パルスアンプ盤
本設備は灰溶融直流電源装置用のもので、列盤構成にて２階高圧電気室２に設置され

ており、直流電源装置の出力電流が設定値になるよう、サイリスタｹﾞｰﾄパルスの制御を行
うものである。（現在使用していない）

数量 ： ２面
寸法 ：
形式 ： 鋼板製単位閉鎖垂直自立形
構成 ： （１面に付）

1) サイリスタ盤
ＤＤＣサイリスタ制御装置 １台
１/Ｆユニット
同期トランス

各種変換器 １台
2) パルスアンプ盤
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パルスアンプユニット １組

⑦ 灰溶融直流電源用力率改善コンデンサ盤
本設備は灰溶融直流電源装置専用の力率改善用のもので２階高圧電気室に設置され

ており、真空コンビネーションスタータ・進相用コンデンサ・計器用変成器・保護継電器等に
より構成されている。

１面に３組のコンデンサが連結されている。（現在使用していない）
数量 ： ２面
寸法 ： 3,060W×2,235H×1,295D　mm
形式 ： 充電部遮断ユニット形
構成 ： （１面に付）

1) 真空コンビネーションスタータ ３組
真空電磁接触器　6.6kV　200A　4kA
電力ヒューズ　　　 7.2kV　５０A　40kA

2) 進相用コンデンサ
油入自冷式　532kvar ３組

3) 直列リアクトル
モールド式　6%　31.9kvar ３組

数量 ： ２面
寸法 ： 3,160W×2,235H×1,295D　mm
形式 ： 充電部遮断ユニット形
構成 ： （１面に付）

1) 真空コンビネーションスタータ ３組
真空電磁接触器　6.6kV　200A　4kA
電力ヒューズ　　　 7.2kV　５０A　40kA

2) 進相用コンデンサ
油入自冷式　575kvar ３組

3) 直列リアクトル
モールド式　13%　74.8kvar ３組

(2) 動力盤
① ロードセンタ

高圧変圧器二次側主幹盤で、低圧配電盤と列盤構成にて３階低圧電気室に設置されて
おり、気中遮断器・計器用変成器・計器類等により構成されている。

数量 ： １式
形式 ： 鋼板製単位閉鎖垂直自立形
構成 ： 1) Ｎｏ１プラント動力ＡＣＢ盤 １面

2) Ｎｏ１プラント動力予備ＡＣＢ盤 １面
3) Ｎｏ２プラント動力ＡＣＢ盤 １面
4) ２００Ｖ建築動力ＡＣＢ盤 １面
5) 一般照明ＡＣＢ盤 １面
6) 保安動力ＡＣＢ盤 １面
7) 保安動力予備ＡＣＢ盤 １面
8) 保安照明ＡＣＢ盤 １面

② 低圧配電盤
ロードセンタと列盤構成にて３階低圧電気室に設置されており、配線用遮断器・漏電遮

断器・計器用変成器・計器類等により構成されている。
数量 ： １式
形式 ： 鋼板製単位閉鎖垂直自立形

構成 ： １）Ｎｏ１プラント動力配電盤 ２面
2) Ｎｏ２プラント動力配電盤 １面
3) ２００Ｖ建築動力配電盤 ２面
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4) 一般照明配電盤 ２面
5) 保安動力配電盤 ２面
6) 保安照明配電盤 １面

③ 中央コントロールセンタ盤
コントロールセンタによる集中制御方式とし、列盤構成にて３階低圧電気室に察知され

ており、配線用遮断器・漏電遮断器・電磁接触器・保護継電器等により構成されている。
数量 ： １式
形式 ： 鋼板製単位閉鎖垂直自立形
構成 ： 1) 炉用常用動力制御盤 ２組

2) 溶融炉用非常用動力制御盤 １組
3) 共通常用動力制御盤 ５組
4) 共通非常用動力制御盤 ２組
5) ホイスト電源盤 １組

④ 現場動力制御盤
３階低圧電気室・各電気室・現場に設置されており、配線用遮断器・漏電遮断器・電磁

接触器・保護継電器等により構成されている。
数量 ： １式
形式 ： 鋼板製単位閉鎖垂直自立形
構成 ： 1) ろ過式集じん機制御盤 ３組

2) 動力制御盤 ６組
3) 現場操作盤 １式

⑤ 低圧変圧器
低圧配電盤と列盤構成にて３階低圧電気室の設置されており、変圧器・保護継電器等

により構成されている。
数量 ： １式
形式 ： 鋼板製単位閉鎖垂直自立形
構成 ： 1) 計装電源低圧変圧器盤 １面

変圧器　420V/105V　30kVA　単相3線式

⑥ 高調波フィルタ盤
回転数制御方式（ＶＶＶＦ）を採用している負荷の高調波対策として低圧配電盤二次側

に接続し、３階低圧電気室に設置されている。
配線用遮断器・５次コンデンサ・５次直列リアクトル等により構成されている。

数量 ： １式
形式 ： 鋼板製単位閉鎖垂直自立形
構成 ： 1) プラント動力高調波フィルタ盤 １組

420V　200kVar　３相３線式

(3) 直流電源装置（令和６年度更新）
本装置は高圧遮断器制御電源等に必要な直流電源を供給するもので、３階低圧電気室

に設置されており、充電器・蓄電池・配線用遮断器等により構成されている。
数量 ： １式
寸法 ： 2,800W×1,900H×800D　mm
形式 ： キュービクル式直流電源装置　全自動浮動充電型
構成 ： 1) 整流器

入力　AC420V　３相　50Hz
出力　DC120.4V　50A
サイリスタ整流式

2) 蓄電池
SNSX-50（長寿命形）
50Ah/10HR　54セル　108V
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3) 入出力盤
配線用遮断器

負荷設備 ： 1) 高圧配電盤・進相用コンデンサ盤
2) 高圧受電盤
3) ロードセンタ・低圧配電盤

１４． 計装設備

(1) 分散型制御装置
① オペレータコンソール

本コンソールはプラント全体の統括運転監視制御用として、４階監視操作室設置されて
おり、制御用電子計算機・ＣＲＴディスプレイ等により構成されている。

数量 ： １式
寸法 ： ６００w×１１１４H×１２２５Dｍｍ（１台当たり）
形式 ： コンソールデスク形
構成 ： 制御用電子計算機 ５台

ＣＲＴディスプレイ ５台
カラーハードコピー １台

② エンジニアリングコンソール
本コンソールはシステムの管理操作、プログラムメンテナンス用として設置されており、

４階電算機室に設置されている。
数量 ： １式
寸法 ： ６００w×１１１４H×１２２５Dｍｍ（１台当たり）
形式 ： コンソールデスク形
構成 ： 制御用電子計算機 １台

ＣＲＴディスプレイ（タッチスクリーン） １台

③ プロセス制御装置
本制御装置は溶融炉・共通設備をオペレータコンソールから集中制御できるもので、

４階電算機室に設置されている。コントローラ・入出力装置・データ伝送装置等により構
成されている。

数量 ： １式
寸法 ： ７５０w×２２０３H×８８０Dｍｍ（１面当たり）
形式 ： 鋼板製単位閉鎖垂直自立形
構成 ： 1) 炉用プロセス制御装置 ４組

2) 共通用プロセス制御装置 ６組
3) １号炉用変換器リレー盤 ２組

７５０w×２２０３H×１２００Dｍｍ
4) ２号炉用変換器リレー盤 ２組

７５０w×２２０３H×１２００Dｍｍ
5) 共通用変換器リレー盤 ６組
6) インターフェースキャビネット １組
7) 計装用分電盤 ４組

７５０w×２２０３H×６００Dｍｍ

④ 中央データ処理用電子計算機
本計算機は工場運営管理に必要な情報収集、各種データの表示および日報・月報・

年報の印字が行えるものとし、４階監視操作室に設置されている。
数量 ： １式
形式 ： コントロールデスク形
構成 ： ＣＰＵ
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ＣＲＴディスプレィ（１４インチ）
プリンタ １台

⑤ 補助運転操作盤
本操作盤は制御用電子計算機の故障時に保安上重要機器・計器類の監視操作が行

えるものとし、スイッチ・調節計・ＩＴＶ操作器等により構成され、４階監視操作室に設置さ
れている。

数量 ： １式
形式 ： コントロールデスク形
構成 ： 1) 補助オペレータコンソール１ 1台

非常停止スイッチ（溶融炉）
操作スイッチ

（誘引通風機・炉体冷却送風機・計装用空気圧縮機・
メタル水砕水ポンプ・スラグ冷却水ポンプ・機器冷却
水ポンプ）

調節計
（炉内ガス圧力）

2) 補助オペレータコンソール２ 1台
ＩＴＶ操作器（タッチパネル）
音声警報装置　　
内線電話
インターホン

⑥ 中央監視盤
本監視盤はＩＴＶモニタ・アナンシェータ等により構成され、列盤構成にて４階監視操作

室に設置されている。
数量 ： １式
形式 ： 鋼板製単位垂直自立形
構成 ： 1) 炉中央監視盤

ＩＴＶモニタ
アナンシェータ
メタル・スラグ判別装置（1号炉用のみ）

2) 共通中央監視盤
ＩＴＶモニタ
アナンシェータ
ＩＴＶ制御装置

(2) 計測機器等
① 計測機器

本プラントの運転管理上必要な各計測機器を用途に応じて選択し、設置されている。
各計測機器はプロセス制御装置等に接続されている。

構成 ： 1) 温度計
熱電対・測温抵抗対・放射型温度計等

2) 圧力計
差圧発信器・圧力発信器・圧力スイッチ等

3) レベル計
電極式・フリクト式・フロート式・超音波式・マイクロ波式等

4) 流量計
ピトー管式・面積式・容積式・タービン式・電磁式・超音波
式・フロースイッチ等

5) 排ガス分析計
ＨＣＬ・ＮｏＸ・ＳＯ2・ＣＯ・Ｏ2・ばいじん計等

6) その他
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② 操作機器
本プラントの運転管理上必要な各操作機器を用途に応じて選択し、設置されている。
各操作機器はプロセス制御装置等に接続されている。

構成 ： 1) 弁
空気式調節弁・空気式ＯＮ-ＯＦＦ弁・電動弁・電磁弁等

2) ダンパ
電油式・電動式等

3) 電動機
4) その他

(3) プラズマ制御盤
本制御盤はプラズマ立上げ立下げ制御及び通常溶融炉操業時のプラズマ電圧・電流制

御並びに電極自動継ぎ足しの制御を行うもので、４階監視操作室に設置されている。
（現在使用していない）

数量 ： １面
形式 ： 鋼板製単位閉鎖垂直自立型
構成 ： シーケンサ（盤内）

表示器（盤内）

(4) クレーン自動運転制御装置（令和６年度更新）
本計算機は焼却灰クレーン及びスラグ・メタルクレーン自動運転制御を行うもので、２階

クレーン操作室及び４階監視操作室に設置されている。
① クレーン自動運転制御装置

数量 ： １式
構成 ： PC

ディスプレィ
スイッチ
表示灯

② 中央クレーン自動運転制御装置
数量 ： １式
構成 ： PC

ディスプレィ
スイッチ
表示灯
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(5) 現場計器盤
① 現場操作盤

本装置はストーカやダンパ類を操作するもので、現場に設置されている。
数量 ： １式
形式 ： 閉鎖壁掛型
構成 ： スイッチ・表示灯

② 受入警報盤
数量 ： １式
形式 ： 屋外防滴壁掛型、スタンド型
構成 ： 表示灯・ブザー

(6) 電力中央監視制御装置
① デジタル通信装置盤

本盤は各電気室の受変電機器の計測データ・故障信号等を処理するデジタル通信信
号等により構成され、２階高圧電気室及び３階低圧電気室に設置されている。

数量 ： ２面
形式 ： 鋼板製単位閉鎖垂直自立型
構成 ： 1) 高圧電気室デジタル通信装置盤

グラフィックパネル
故障表示器
通信装置

2) 低圧電気室デジタル通信装置盤
グラフィックパネル
故障表示器
通信装置

(7) 無停電電源装置（令和６年度更新）
本装置は電子計算機・計装用電源等のプラントに必要な無停電電源を供給するもので、３

階低圧電気室に設置されており、蓄電池・インバータ・配線用遮断器等により構成されている。
数量 ： １式
寸法 ： ３,８００W×１,９００H×８００Dｍｍ
形式 ： 鋼板製単位閉鎖垂直自立形
構成 ： 1) インバータ

入力　ＡＣ２００Ｖ　３相　５０Ｈｚ　２０ＫＶＡ
出力　ＡＣ１００Ｖ　単相　５０Ｈｚ　２０ＫＶＡ

2) 蓄電池
SNSX-100（長寿命型）
100Ａｈ/１0Hr　１８０セル　３３６Ｖ

3) 入出力盤
蓄電池盤
UPS盤

(8) 計装用空気発生装置
① 計装用空気圧縮機

本装置は空気圧縮機・空気槽からなり、計装設備用の圧縮空気を供給する設備で、３
階コンプレッサー室に設置している。　（現在使用していない）

数量 ： ２基
形式 ： 水冷スクリュー式
吐出空気量 ： ２．８Ｎｍ3/ｍｉｎ
吐出圧力 ： ０.６９ＭＰａ
電動機 ： ２２ｋｗ
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空気槽 ： ４.０ｍ3

② 計装用空気脱湿装置
本設備は計装設備用の除湿を行うもので、３階コンプレッサー室に設置されている。
（現在使用していない）

数量 ： ２基
形式 ： ヒートレスドライヤ
出口露天 ： －４０℃

(9) ＩＴＶ設備
本装置はプラント内の必要個所を監視するためのもので、カメラ・モニタ・操作器等により

構成されており、監視は各モニタで監視可能としている。
① カメラ

数量 ： １式
形式 ： 屋内防じん形・屋外全天候形等

② モニタ
数量 ： １式
構成 ： 1) 監視操作室 １４台

2) クレーン操作室 　２台

１５． その他設備
(1) 空気圧縮機

① バグフィルタ用空気圧縮機器
本設備はろ過式集じん機に必要な圧縮空気を供給する。　（現在使用していない）

数量 ： ２基
形式 ： 水冷スクリュー式
吐出空気量 ： ６.１㎥/min
吐出圧力 ： ０.７ＭＰａ
電動機 ： ３７ｋｗ
空気タンク ： ０.７㎥

② 減温塔用空気圧縮機
本設備は減温塔アトマイジング用として必要な圧縮空気を供給する。　
（現在使用していない）

数量 ： ２基
形式 ： 水冷スクリュー式
吐出空気量 ： ９.０㎥/min
吐出圧力 ： ０.７ＭＰａ
電動機 ： ５５ｋｗ
空気タンク ： ０.７㎥

③ 雑用空気圧縮機（R２年３月更新）
本設備は空気圧縮機と供給配管設備からなり、工場内における清掃・補修作業などの

ために必要な圧縮空気を供給する。除湿機を設け各機器に支障のない空気を供給する。

数量 ： ２基
形式 ： オイルスリースクロールコンプレッサ（空冷）
吐出空気量 ： １,６８０ℓ/min
吐出圧力 ： ０．６５～０．８ＭＰａ
電動機 ： １５ｋｗ
空気タンク ： ５㎥
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１Ｆ～２Ｆ焼却灰コンベア室断面図（Ｂ～Ｂ） プラント用水高架タンク姿図
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Ａ系焼却灰コンベヤ－１組立図 機器冷却水揚水ポンプ姿図
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Ａ系粗物選別機組立図 焼却飛灰処理設備フロー図
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焼却灰コンベヤ－４組立図 給水設備系統図

焼却灰コンベヤ－５組立図 換気設備系統図

焼却灰バイパスコンベヤ－１組立図 蒸気暖房設備　機器一覧及び系統図

焼却灰バイパスコンベヤ－２組立図 電気設備主回路単線結線図（１）

焼却灰バイパスコンベヤ－３組立図 電気設備主回路単線結線図（２）
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焼却飛灰供給装置組立図 低圧配電盤単線結線図（３／３）

焼却飛灰供給装置展開図 ＩＴＶ系統図

Ｎｏ１焼却飛灰コンベヤ組立図 計装自動制御設備フロー図

Ｎｏ２焼却飛灰コンベヤ組立図 ２階高圧電気室　配置図

混練機切替装置 ３階低圧電気室　配置図

Ｎｏ１混練機組立図 ４階監視操作室・電算機室配置図６０.
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施設位置図・配置図

図番 １

灰処理施設

粗物コンテナ引取の動線
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Ｂ１Ｆ平面図・機器配置図

図番 ２

焼却灰ピット１ 焼却灰ピット２ 焼却灰ピット２粗物ピット 灰沈殿槽 混練物ピット

Ｂ系焼却灰移送コンベヤ

Ａ系焼却灰移送コンベヤ

Ａ系焼却灰移送コンベヤ
Ｂ系焼却灰移送コンベヤ

汚水ポンプ室
ポンプ室２

ポンプ室１

機器冷却水ポンプ

機器冷却水揚水ポンプ

Ａ系焼却灰コンベヤ１
Ｂ系焼却灰コンベヤ１

Ｂ系共同溝飛灰移送コンベヤ２

Ａ系共同溝飛灰移送コンベヤ２

Ａ系飛灰移送コンベヤ１
Ｂ系飛灰移送コンベヤ１

Ａ系飛灰移送コンベヤ２
Ｂ系飛灰移送コンベヤ２

バイパスコンベヤ２
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１Ｆ平面図・機器配置図

図番 ３

焼却灰ピット１ 焼却灰ピット２ 焼却灰ピット２粗物ピット 灰沈殿槽 混練物ピット

Ｂ系焼却灰コンベヤ２

Ａ系焼却灰コンベヤ２

Ｂ系粗物選別機

Ａ系粗物選別機

混練機１ 混練機２

混練物

移送コンベヤ１

混練物

移送コンベヤ２

Ｂ系焼却飛灰コンベヤ３

Ａ系焼却飛灰コンベヤ３
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２Ｆ平面図・機器配置図

図番 ４

焼却灰ピット１ 焼却灰ピット２ 焼却灰ピット２粗物ピット 灰沈殿槽 混練物ピット
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３Ｆ平面図・機器配置図

図番 ５

焼却飛灰

貯留槽

溶融飛灰

貯留槽
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４Ｆ平面図・機器配置図

図番 ６

焼却飛灰

貯留槽

溶融飛灰

貯留槽

Ｂ系焼却飛灰コンベヤ３

Ａ系焼却飛灰コンベヤ３
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５Ｆ平面図・機器配置図

図番 ７
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６Ｆ平面図・機器配置図

図番 ８
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図番 ９

棟断面図・機器配置図
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図番 １０

１Ｆ～２Ｆ焼却灰コンベア室断面図（Ａ～Ａ）
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１Ｆ～２Ｆ焼却灰コンベア室断面図（Ｂ～Ｂ）

図番 １１
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コンベア振分装置組立図

図番 １２
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Ａ系焼却灰移送コンベア組立図

図番 １３
※Ｂ系焼却灰移送コンベア組立図は省略する。
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図番 １４Ａ系焼却灰コンベア－１組立図
※Ｂ系焼却灰コンベア－１組立図は省略する。
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Ａ系焼却灰コンベア－２組立図

※Ｂ系焼却灰コンベア－２組立図は省略する。
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図番 １５

図番 １６

Ａ系粗物選別機組立図

※Ｂ系粗物選別機組立図は省略する。
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図番 １７

Ａ系焼却灰コンベヤ－３組立図

※Ｂ系焼却灰コンベヤ－３組立図は省略する。



17

図番 １８

焼却灰コンベヤ－４組立図
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図番 １９

焼却灰コンベヤ－５組立図
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図番 ２０

焼却灰バイパスコンベヤ－１組立図
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図番 ２１
焼却灰バイパスコンベヤ－２組立図
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図番 ２２

焼却灰バイパスコンベヤ－３組立図
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１Ｆ～２Ｆ焼却飛灰コンベア室断面図（Ｄ～Ｄ，Ｅ～Ｅ）

図番 ２３


